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幻聴・妄想は珍しくない症状

ௌやໝは࣮はしくない症状ですɻ統合失調症ɺうつ病ɺうつݬ

病ɺ಄෦֎ই後などのߴ次ػ障害ɺパʔιφϦςΟ障害ɺ൚ੑ発ୡ

障害ɺΞϧίʔϧや覚醒ࡎなどの薬ґ存症ɺいろいろな認知症などଟ

くの病気でΈられますɻ

さてɺ����にスレΠυというऀڀݚがڵຯਂい݁ڀݚՌをใࠂし

ましたɻਅͬ҉でԻもः断したࣨ内にϕουを⚑つஔきɺそこに݈߁な

人が一人でดじࠐめられるとその人は何を感じるかʁ ݁Ռは��%の

人がݬ視とݬௌを体ݧしɺ��%の人がݬ視体ݧをɺ��%の人がݬௌを

体ݧしましたɻまたɺ����にΦζϫϧυはɺ�໊ のֶ生のڠ力をಘてɺ

���時間にわたͬて睡眠しなかͬたらどうなるかを調ましたɻ���時

間後ɺֶ 生からはɺʮ৫からのൿີの指ྩが明らかになͬたʯʮൿີの

ӄがわかͬたʯʮのද໘がӔをרいてݟえるʯʮนに人のإがٸに現

れるʯといͬたɺݬ覚やໝの体ݧがใࠂされましたɻこのようにɺ݈ ߁

と言われる人でもɺストレスに満ちた状گではݬ覚やໝは生じうる

ことが分かりますɻ

関係妄想と自動思考

ではɺ࠷ॳにໝについて説明しますɻໝのଟくはɺ行きす͗たਪ

ཧの݁Ռɺ֬ ৴にͬࢸてしまͬた考えといえますɻྫ えؔໝɻこ

れはɺ本དྷ自分にؔのないपғの出དྷࣄを自分とؔがあると֬৴

してしまうໝですɻྫ えɺ一人のֶ生がतۀ中にɺΈんなのલで

しく間違ͬた回をしてしまͬたとしますɻそのֶ生はɺٳΈ時間にΫ

ϥスϝʔトಉ࢜がれたところでஊসしているのをݟてɺʮ自分のこと

をসͬているʯとਪཧするかもしれませんɻී ௨はこのਪཧのஈ֊でऴ

ྃしてɺ時間とともにਪཧもれڈられて日常にもどりますɻこのਪཧ

のऴྃのաఔにはɺʮあれくらいのஏかきはผにしくないɻだからօ

いちいちにしないʯɺʮ自分がಉじようなཱ場なら༑人をসͬたり

しないʯɺʮ൴らはにؔない何かָしいをしているのだʯなどʠ自

分がসわれているʡ以֎のਪཧや考えํが自然にුかͼɺؔ けのਪͮ
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ཧが合ཧ的にഎܠԽしてしまうのですɻໝの場合はɺਪཧがこのよう

な݈߁的なۛຯをܦずに自動的に֬৴とͬࢸてしまうのですɻこれを

ʠ自動ࢥ考ʡといいますɻとてもʠབྷ的なࢥ考回࿏ʡができてしまうと

言ͬてもよいでしΐうɻこの自動ࢥ考のํはɺ不安やڪාが࣮現する

くことが一ൠ的ですɻ先ほどのֶ生のྫですとɺ失ഊでʮসわにํ

れたくないʯɺʮධがམちないでཉしいʯという不安がɺʮসわれてい

るʯɺʮόΧにされているʯというํのໝに発లするのですɻ

幻聴は脳神経の独り言

次にݬௌについてですɻݬௌとはɺ࣮ 在しないやԻがฉこえるよう

に感じる症状ですɻฉこえるように感じると持ͬて回ͬたද現をするの

はɺそのฉこえํがີݫにはޑບを௨じてฉこえるʠԻʡのฉこえํ

とはগし異なるからですɻݬௌはɺେൽ࣭の神ࡉܦ๔のա活動によͬ

て࡞られたやԻなのでɺԻܹによͬて生じるௌ覚ܥの回࿏とは

異なる回࿏で࡞られますɻその本࣭はɺ神ܦの独り言ですɻとても৺

ཧ的なӨڹをडけやすくɺपғに対してٙ৺҉َになͬていたりɺϐϦ

ϐϦと感覚が͗ݚまされる時にฉこえやすくなりますɻまたɺその内

༰はɺ精神的に不調なときほどɺໝಉ༷に不安やڪාの内༰がฉこえ

ることが一ൠ的ですɻ

治療方法

このようなໝやݬௌに対してはɺ薬療法での対Ԡと認知行動療

法での対Ԡがありますɻ病気の種ྨやɺ症状のఔによͬてどちらの治

療を༏先するかは異なりますɻ統合失調症やੑۃ感障害ɺうつ病の

ௌやໝに対しては薬療法が重要ですɻ認知行動療法ではɺໝにݬ

対しては自動ࢥ考のվળを目指しますɻݬௌ症状に対してはɺ症状出現

時の対ॲํ法の֫ಘを目指しますɻ

෭Ӄ ా ढ़ʦ������月�日։࠵ʧ
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�����月౦ؗが։౩しɺ認知症治療病౩が�病౩

から�病౩に૿えましたɻ౦�病౩は統合失調症などで

となり認知症を発症された患ऀྸߴ入Ӄとなͬたํがظ

さまやɺ認知症を๊え自やࢪઃでの生活が困難になͬ

たํʑの入Ӄをडけ入れていますɻओな疾患はɺΞϧπϋ

ΠϚʔܕ認知症ɺ݂ ੑ認知症ɺレϏʔখ体ܕ認知症ɺલ

಄ଆ಄ܕ認知症ɺΫϩΠπϑΣϧトɾϠίϒ病などですɻ

病౩スタοϑはɺҩࢣʢ�໊ ʣࢣޢʢ��໊ ʣհޢ࢜ࢱ

ʢ�໊ ʣิޢॿ ʢऀ�໊ ʣ精神อ݈࢜ࢱ	�໊ 
療法ۀ࡞

ʢ�໊࢜ ʣでߏされていますɻࢲたちは患ऀさまがҬ

り生活が出དྷるようにɺ必要࠷খݶの薬療法を行うと

ともにɺ֤ ৬種がڠಇしながら療ཆڥの調やɺ回療

法ɾόϦσʔγϣン※ɾϢϚχνϡʔυ※などのඇ薬療法を

औり入れɺ৺ཧ的なۤ௧にも しྀた日常生活支ԉɾέΞ

のఏڙを৺がけていますɻ

認知症病౩はɺ病床��床でɺେ෦�床ɺଞ��̀ が

ݸ ʢࣨトΠレʣとなりますɻ患ऀさまのϓϥΠόγʔにྀ

しɺੑݸや生活のϦζϜをอち安৺して生活できるڥを

ఏڙしていますɻまたɺ病Ӄでの生活をগしでもՈఉの生

活にۙͮけɺ入Ӄ後のށいやࠞཚをগなくするためにɺ

病床を�ʙ��床͝とに分けたϢχοトέΞをऔり入れてい

ますɻ֤ ϢχοトにはΩονンɺςレϏɺιϑΝʔがあるϦϏン

άをઃஔしɺ患ऀさまಉ࢜が自然なܗでޓいのίϛϡχ

έʔγϣンがਤれɺ人間ؔʢな͝ Έのؔʣをஙくことが

できるようにしていますɻまたগしでも自にۙいڥ

が࡞れるようにとの間もありಓɾ՚ಓを しָΉスϖʔ

スとしても活用していますɻ

当病౩は�֊にありɺେきな૭からはۚࢁߕや常ࢁのࢁ

なΈやࣇౡބが一できɺ患ऀさまはੲをջかしΈձを

ませていますɻスタοϑはその࢟をݟてɺほの΅のとした

安ら͗ を感じていますɻ

患ऀさまのฏۉྸはࡀ��にۙくɺ認知症のपล症状

がམちついた患ऀさまはɺ精神อ݈࢜ࢱと࿈ܞをਤり

退Ӄ調を行いますがɺ当Ӄでऴظをܴえられるํも

͓られますɻまたظ࠷の時間をΏ くͬり͝ Ոでա し͝てい

ただけるように෦をઃけていますɻओ治ҩと໘ஊを行いɺ

͝Ոのҙと݈߁であͬたࠒの͝本人のࢥいを֬認し

相ஊしながらɺその人らしいظ࠷をૹることが出དྷるような

支ԉを行ͬていますɻ

認知症のํはɺ疾患によͬ てɺ認知ػが低下してଞऀ

にґ存しなけれならない状態になͬたとしてもɺ感は࠷

後までอたれɺ໋ݒに自分らしくありたいとͬئていますɻ

をもͬݫの日までଚظ࠷ てらしɺその生֔を௨じてʮその

人らしいʯ存在であり続けられるようにʮできることʯにಇき

かけɺࢲたちは支えていけるようにめていますɻ

病棟紹介｜Wardintroduction

東6病棟
認知症治療病棟紹介
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「その人らしい」存在であり続けられるように

認知症治療病棟における精神保健福祉士の役割

認知症治療病౩では୲当の精神อ݈࢜ࢱをஔしɺओに下هの͝相ஊにԠじています

ҩ療අにるֹߴҩ療අや自ཱ支ԉҩ療੍の͝説明

հޢอݥར用による在支ԉɺࢪઃ入ॴ支ԉにけたհऀۀࣄޢの͝հɺ࿈བྷ調

入Ӄ後の療ཆ生活からɺ退Ӄ後も安৺した生活がૹれることを目指し༷ʑな࿈ܞをऔり支ԉを行ͬて

いますɻ

作業療法士の活動《認知症リハビリテーションについて》

ʑにあわせた活動のར用でɺ安৺してա͝せる場ॴɾ時間を֫ಘしɺ不安やࠞཚをらげますɻまたɺ活動のݸ

औりΈやଞの患ऀさまとのަྲྀを௨して৺ػɾ認知ػの維持上をਤりますɻ

˞バリデーションとはɿ対ऀにԠじてʮڞ感してすることʯに重をஔいた療法

˞ユマニチュードとはɿʻݟる̓ ʻしかける̓ ʻ৮れる̓ ʻཱつʼを�つのபとするඇ言ޠ的ίϛϡχέʔγϣン療法
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共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同住住住住住住住住住住居居居居居居居居居居生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業「「「「「「「「「「すすすすすすすすすすててててててててててっっっっっっっっっっぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷ」」」」」」」」」」のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹共同住居生活体験事業「すてっぷ」の紹介介介介介介介介介介介

共同住居生活体験事業の目的

ʮすてͬʯはɺڞಉॅډの入رډがあるํやকདྷ的にҬで一人らしを目指すํがɺそれͧ

れの目ඪとする生活の準උを目的とした体ݧ֎ധを行うऔりΈですɻ֎ധ体ݧを௨じてɺ৯ࣄの準

උやআɺચ୕ɺ௨ӃɺσΠέΞ௨ॴなどɺ༷ ʑな一人らしの体ݧを行うことができますɻ

外泊設備

ベッド、布団、エアコン、冷蔵庫、洗濯機、洗濯用具ʢચ୕ચࡎɺׯしɺϋンΨʔɺચ୕όαϛɺ

ચ୕ΧΰʣɺIH調理器、電子レンジ、オーブントースター、炊飯器、食器・調理器具ʢίοϓɺ

ࡎɺುɺϑϥΠパンɺแஸɺまな൘ɺॴચࡼ ʣɺ掃除機、掃除用具ʢϑϩΞϞοϓɺআચࡎ ʣɺ

テレビ、入浴用品ʢγϟンϓʔɺϦンスɺϘσΟʔιʔϓɺચ໘ثɺγϟϫʔνΣΞɺཋࣨચࡎʣɺ

扇風機、生活雑貨用品ʢ目覚まし時計ɺڸɺυϥΠϠʔɺखચいੴݨ ʣ

˞自స ʢं必要なํはɺ͓ ିししますɻʣ

࿈བྷ用として͓ିししますɻただしɺར用により生じた௨ྉは࣮අෛ୲ٸۓଳిʢ͓持ちでないํはɺܞ˞

ですɻʣ

˞そのଞɺタΦϧɺணସえɺ֎ധに必要ながあれ֤自で持ࢀしてくださいɻ

ډ ࣨ ॴ

対象者と申し込みにあたっての注意事項

ར用の対ऀはɺܓ࣊病Ӄに௨Ӄまたは入Ӄされて͓りɺ本人自がこれから単生活を行うた

めの܇࿅として目的を持ͬて体ݧ֎ധが行えるํですɻڞಉॅډではなくɺҬのΞパʔトの生

活を目ඪとするํのར用もՄですがɺਃしࠐΈにࡍして必ずओ治ҩとՈのঝをಘているこ

とを条件としますɻまたɺ目的やٸۓ時の対Ԡなどదなʮすてͬʯのར用を断するためにਃし

Έ後にར用のՄ൱についてをӡӦձٞでఆさせていただきますɻ場合によͬてはར用を͓断ࠐ

りすることもありますɻ

ར用ظ間はɺ�回のར用で࠷�ധ�日までの֎ധがՄですɻまたɺෳ回のར用もՄですがɺ

そののਃしࠐΈとなりますɻ

˞そのଞɺ分からないことがあれɺडや診または下هの૭口で͓気ܰに͓ਘͶくださいɻ

問い合わせ先 生活福祉支援課
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の࡞などもలࣔしていますɻΈなさんɺͥ ͻこ

のػձにݟにདྷてくださいɻ

場ॴɿཆؗߒ ֊�療法౩ۀ࡞ 出入口ԣ

～作業療法棟出入口のショーウィンドウを
ご覧になったことがありますか？～
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༵日༵ۚ日༵日ਫ༵日Ր༵日月༵日

ఆظの診は
ありません

Ԭ ా ढ़ງҪ ໜஉੴ लथງҪ ໜஉ�診

再

診
ੴࢠ下ཧӳࢁ लथా ढ़�診

๘୩ 知Ӌݪ ढ़明難ଟࢠԬా อ�診ࢤ

ాࣉ ࢘ᬒ༎一ݪ ਖ਼ޗ लಙా中 ૿
ॳ診֎དྷ

ా ݈ೋ๘୩ 知Ԭా อ෦ࢤ 一༧

ࢠ下ཧӳࢁ
ʢΞϧίʔϧʣ

ੴ लथ
ʢものれʣ

ງҪ ໜஉ
ʢΞϧίʔϧʣ

ੴ ༑ࢠ
ʢϖΠンΫϦχοΫʣ

༧
ઐ֎དྷ
ʢޕ後ʣ

๘୩ 知
ʢΞϧίʔϧʣ

ງҪ ໜஉ
ʢΞϧίʔϧʣ

発行ॴʗެӹஂࡒ法人ܓ࣊ձܓ࣊病Ӄ ཧࣄ౻ాӳ ӃງҪໜஉ
˟���ʖ����Ԭࢢࢁೆ۠Ӝ安本ொ���ʖ� 5&-���ʖ���ʖ����᷄ 63-IUUQ���XXX�[JLFJ�PS�KQ

わが子でも安心して任すことのできる
精神科病院
ཱ以དྷɺ৬һͻとりͻとりがɺ患ऀさまとその͝Ոの
৴པにたる病Ӄであるかをい続けていますɻ

慈圭病院の理念

⚑．慈愛の医療
ͻとりͻとりの患ऀさまにɺ࣊Ѫとଚܟのこころを
もͬてշదなҩ療をఏڙしますɻ

⚒．最先端の精神科医療
ҩ療からϦϋϏϦςʔγϣンɺҬҩ療までɺ良࣭ظੑٸ
でɺ࠷先の精神Պҩ療を࣮ફしますɻ

⚓．最高水準の医療倫理
ώϡʔϚχζϜにࠜ͟したߴࢸのҩ療ྙཧをอちɺ安
全で安৺ɺೲಘのいくҩ療を࣮行しますɻ

⚔．積極的な地域貢献
Ҭとの࿈ܞをີにしɺ精神Պ基װ病Ӄとしての
ׂをはたすとともにɺこころの病のཧղのためのڭҭɺ
的に行いますɻۃ発活動をੵܒ

⚕．チャレンジ精神
たち病Ӄスタοϑはɺ常にνϟレンδ精神をれずɺࢲ
の力を݁集しɺさらなるઓɺ࣮ ફを行いますɻ

五大基本原則

ACCESS
+3ԬࢁӺよりೆ�LNʢӜ安૯合ެԂۙくʣ

ंで ౡํ໘から ʯでଆಓɺʮ๛ʯߐಓ�߸ઢʮ੨ࠃ
ަࠩをೆ��分

େํࡕ໘から ಓ�߸ઢʮʯでଆಓɺʮ๛ʯࠃ
ަࠩをೆ��分

όスで Ԭిόス +3ԬࢁӺલよりʮӜ安体ҭؗɾԬೆඈ
行場行ʯにंɺʮܓ࣊病Ӄʯ下ं
ʢԬࢁӺより��分ʣ

ઐ֎དྷ Ξϧίʔϧ ものれ
ϖΠンΫϦχοΫʢ᙭௧ʣ ηΧンυΦϐχΦン
લに͓い合わせくださいɻʢ༧੍ʣࣄ˞

診療時間 �ɿ��ʙ��ɿ��
ॳ診ʗड時間 �ɿ��ʙ��ɿ��

લに͓ిでの相ஊɾ༧も͓डけしていますɻࣄ˞

お問い合わせ番号 （086）262‐1191 お問い合わせ時間 8：30～17：30
時間外・休日の急患対応いたします。お問い合わせください。

֎དྷ୲当ҩࢣ
ฏ���月�日現在




